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取 組 事 例 名 
『９年間を通した児童生徒会活動の充実 

～コロナ禍における委員会活動を通して～』 

取組における育てたい資質・能力 

人間関係形成 社会参画 自己実現 

「思考力・判断力・表現力」 ２ 「課題発見・解決力」 １ 「高い志・使命感」 ３ 

取 組 の ね ら い 

・学園全体で同じ方針で取組むことで，児童生徒の一体感を高める。 

・ステージ朝会を中心として，発達段階にあった目標設定や声掛け，振り返りを行うことで委員会活動の充

実を図る。 

取組の具体的内容 
取 組 の 創 意 工 夫 

『学園全体から各ステージへ』 

【組織図】 

児童生徒会執行部（４～９年生２４名，教員６名） 

  第１ステージ（１～４年生）…執行委員６名，教員２名 

 第２ステージ（５～７年生）…執行委員９名，教員２名 

 第３ステージ（８・９年生）…執行委員９名，教員２名 

 

【目標設定の流れ】 

 毎月中旬…児童生徒の様子や季節，社会情勢を踏まえて，月目

標の方向性を決める。 

      ・月目標の方向性に合わせて，委員会での取組内容

を各委員会の担当教員と執行委員が協議する。 

      ・月目標の方向性に合わせて，ステージ目標を各ス

テージ担当教員と執行委員が協議する。 

 毎月下旬…委員会活動 

翌月上旬…各ステージ朝会 

      ・月目標の振り返りと発表 

      ・委員会の取組紹介 

今年度，児童生徒会担当の教員を昨

年度の３名から６名に増やした。全体

を統括する教員を位置付けることで，

学園全体の方向性がブレないようにし

た。各ステージ担当の教員を明確にす

ることで，各ステージの組織力が高ま

った。 

学園全体の月目標の方向性は，担当

教員と第３ステージの執行委員で協議

した。 

各ステージ目標の設定を行う際，第

１ステージでは，具体的な行動目標を

設定し，達成度を数値化して評価する

などの工夫を行った。 

各ステージ朝会を定期的にオンライ

ンで行うことで，目標の周知を図ると

ともに，児童生徒会執行委員の活躍の

場を確保した。 

取組の成果と課題 

アンケート項目 回答対象者 肯定的回答 

昨年度より，委員会活動が充実した ４～９年生 ７６.８％ 

ステージ朝会で伝えられた内容は，よく分かった ４～９年生 ８５.９％ 

自分たちの力で児童生徒会の取組を進めることができた 執行委員 ９１.６％ 

アンケートの結果から，児童生徒会執行部の組織体制を改善し，委員会活動を組織的に行ったり，コロナ

禍を意識したステージ朝会を工夫したりすることで，取組の充実を図ることができた。また，児童生徒会執

行委員の活躍の場を確保したことも充実感につながった。来年度も更なる委員会活動の充実を図りたい。 
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